
現場管理者の「注意指導」デッチ上げを追及！
ボーナスカット

各ＢＣ本人訴訟証人尋問がいよいよ大詰め
新
幹
線
関
西
地
本
組
合
員

が
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
の
撤
回

を
求
め
て
争
っ
て
い
る
共
同

本
人
訴
訟
で
、

月
６
日
に

10

島
津
力
さ
ん
、

日
に
山
口

14

敏
明
さ
ん
、

日
に
田
川
裕

24

之
さ
ん
の
口
頭
弁
論
が
そ
れ

ぞ
れ
大
阪
地
方
裁
判
所
で
開

廷
さ
れ
、
管
理
者
の
証
人
尋

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

裁
判
所
の
傍
聴
席
に
は
、

弁
護
士
役
と
証
人
と
の
一
人

二
役
で
奮
闘
し
て
い
る
本
人

を
支
え
よ
う
と
、
多
く
の
組

合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
ま
し

た
。
多
く
の
参
加
者
で
１
回

で
は
入
り
き
れ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

出
鱈
目
な
カ
ッ
ト
理
由
と

さ
れ
る
「
注
意
指
導
」
を
報

告
し
た
管
理
者
は
、
全
員
裁

判
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
ボ
ー

ナ
ス
カ
ッ
ト
を
さ
れ
た
組
合

員
か
ら
、
そ
の
カ
ッ
ト
理
由

に
つ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
追
及

さ
れ
ま
し
た
。
管
理
者
は
核

心
部
分
に
な
る
と
「
急
に
言

わ
れ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
」

の
連
発
や
「
よ
く
覚
え
て
い

ま
せ
ん
」
と
固
ま
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
だ
ん
だ
ん
声
が
小

さ
く
な
り
聞
き
取
れ
な
く
な

る
な
ど
、
職
場
で
の
威
圧
的

な
姿
勢
や
物
の
言
い
方
が
一

歩
会
社
を
離
れ
た
ら
全
く
別

人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
尋
問
に
つ
い
て
は
、

他
の
人
が
記
入
し
て
い
た
項

目
の
未
記
入
部
分
や
、
手
順

書
に
無
い
指
差
確
認
喚
呼
項

目
が
カ
ッ
ト
理
由
に
な
っ
た

り
、
会
社
が
証
拠
で
提
出
し

た
作
業
手
順
書
そ
の
も
の
が

間
違
っ
て
い
た
り
、
カ
ッ
ト

理
由
を
正
当
化
し
よ
う
と
そ

の
時
の
や
り
取
り
を
つ
く
っ

た
り
、
時
系
列
報
等
告
書
を

「
書
く
ま
で
帰
さ
な
い
」
と

３
回
の
書
き
直
し
を
強
要
し

た
こ
と
な
ど
、
職
場
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し

た
。
同
時
に
管
理
者
は
報
告

し
た
カ
ッ
ト
理
由
は
、
そ
の

全
て
が
自
分
一
人
で
記
入
、

報
告
し
た
も
の
で
あ
る
と
証

言
し
、
デ
ッ
チ
上
げ
が
可
能

だ
と
い
う
こ
と
が
鮮
明
に
な

り
ま
し
た
。

会
社
は
出
鱈
目
な
カ
ッ
ト

理
由
を
正
当
化
し
よ
う
と
、

職
場
で
裁
判
後
に
作
業
を
変

更
し
ま
し
た
。
各
分
会
は
、

情
報
の
発
行
や
申
し
入
れ
な

ど
、
職
場
か
ら
の
闘
い
を
展

新
幹
線
地
本
成
田
委
員
長

へ
の
不
当
な
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ

ト
に
対
す
る
本
人
訴
訟
裁
判

が

月

日
、
第
６
回
口
頭

10

19

弁
論
が
東
京
地
方
裁
判
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

も
、
前
回
に
引
き
続
き
、
多

く
の
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
応
援

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

原
告
の
成
田
委
員
長
は
、

自
ら
証
言
台
に
立
つ
と
と
も

に
、
会
社
側
証
人
・
渡
辺
幸

一
助
役
を
鋭
く
追
及
し
、
カ

ッ
ト
理
由
の
不
当
性
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
渡
辺
助
役

は
、
質
問
に
対
し
、
見
当
外

れ
の
回
答
を
繰
り
返
し
、
裁

判
長
か
ら
「
質
問
に
き
ち
ん

と
答
え
る
よ
う
に
」
と
注
意

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
渡
辺
助
役
は
、
「
東

京
仕
業
車
両
所
三
大
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
」
を
正
確
に
答

え
ら
れ
ず
、
作
業
手
順
す
ら

最
後
ま
で
言
え
な
い
な
ど
、

注
意
指
導
す
る
立
場
の
職
に

あ
り
な
が
ら
、
お
粗
末
な
知

識
を
さ
ら
け
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
渡
辺
助
役
は

間
違
っ
た
指
導
を
し
た
こ
と

は
な
い
か
？
」
と
の
質
問
に

対
し
、
「
間
違
わ
な
い
」
と

答
え
ま
し
た
が
、
間
違
っ
た

指
導
を
具
体
的
に
出
す
と

「
記
憶
に
な
い
」
の
繰
り
返

し
に
精
一
杯
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
証
言
に
よ
り
、
ボ
ー
ナ

ス
カ
ッ
ト
の
理
由
と
さ
れ
た

注
意
指
導
が
、
い
か
に
恣
意

的
で
出
鱈
目
で
あ
る
の
か
が

明
白
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
１
月

日
で
結

25

審
で
す
。
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新
幹
線
関
西
地
本

共
同
本
人
訴
訟
（
Ⅰ
）

茶
苦
茶
な
姿
勢
が
露
呈
し
て

い
ま
す
。

今
後
は
、

月

日
と

11

14

12

月
５
日
に
、
渡
邊
幹
夫
さ
ん

に
よ
る
管
理
者
へ
の
証
人
尋

問
が
行
わ
れ
ま
す
。

新
幹
線
地
本

成
田
委
員
長
本
人
訴
訟

開
し
て
き
て
い
ま
す
。
各
分

会
は
、
裁
判
で
明
ら
か
に
な

っ
た
問
題
点
を
職
場
に
帰
し

て
、
具
体
的
な
反
撃
を
つ
く

り
出
す
な
ど
、
こ
の
間
の
裁

判
闘
争
を
牽
引
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
会
社
の
無

共同本人訴訟（上）と成田委員長本人訴訟（下）

年末手当３．５ヶ月要求！
★組合員が納得しない年末手当のカットをやめること

★回答は11月７日までに行うこと

★支払いは12月１日までに行うこと



新
幹
線
関
西
地
本
は

月
10

～

日
、
韓
国
済
州
島
４

15

17

・
３
慰
霊
の
旅
（
平
和
研
修
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
訪
問
し
た

４
・
３
平
和
記
念
公
園
の
財

Ｉ
Ｔ
Ｆ
が
呼
び
か
け
た
国

際
行
動
週
間
で
Ｊ
Ｒ
総
連
は

月
７
日
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
駅

10頭
で
ビ
ラ
配
布
を
行
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
各
地
で
、

Ｊ
Ｒ
総
連
や
各
単
組
の
仲
間

と
共
に
、
ビ
ラ
配
布
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

ビ
ラ
は
、
交
運
労
協
が
作

成
し
た
「
鉄
路
で
つ
な
ぐ
地

域
の
絆
！
乗
っ
て
残
そ
う
私

た
ち
の
鉄
道
！
」
の
ア
ピ
ー

ル
文
と
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
諸
問

題
解
決
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
総
連

に
加
盟
す
る
各
単
組
の
提
言

を
ま
と
め
た
も
の
で
、
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
共
に
手

渡
し
ま
し
た
。

勢
運
輸
区
分
会
中
西
委
員

長
、
同
分
会
谷
口
書
記
長
が

参
加
し
、
交
渉
の
中
で
中
西
、

谷
口
両
団
交
委
員
が
職
場
の

現
状
を
切
実
に
説
明
し
、
課

題
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
名
古
屋
地
本
組

合
員
が
多
く
出
向
し
て
い
る

Ｃ
Ｍ
Ｃ
伊
勢
事
業
所
の
設
備

改
善
や
制
度
の
問
題
を
中
心

に
中
心
に
議
論
し
ま
し
た
。

設
備
改
善
で
は
、
男
女
の
ト

イ
レ
が
並
ん
で
設
置
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
本
体
で
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
問
題

新
幹
線
地
本
は

月
10

23

日
、
両
国
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ

ー
デ
ン
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
組
合

員
、
家
族
、
Ｏ
Ｂ
総
勢

名
37

が
参
加
し
ま
し
た
。

絶
好
の
秋
晴
れ
の
中
、
飲

ん
で
、
食
べ
て
多
い
に
語
り
、

今
後
の
職
場
で
の
闘
い
の
鋭

気
を
養
い
、
団
結
を
強
め
ま

し
た
。

（２）第３７９号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１６年（平成２８年）１１月１日

鉄道の安全性と
利便性を訴える！

４地本でＩＴＦビラ配布行動
団
か
ら
、
新
幹
線
関
西
地
本

組
合
員
が
折
っ
た
折
り
鶴
を

会
館
の
中
に
展
示
し
て
い
ま

す
と
い
う
メ
ー
ル
（
下
）
と

写
真
（
左
下
）
が
届
き
ま
し

た
。

４
・
３
平
和
財
團
で
ご
ざ

い
ま
す
。

先
に
４
・
３
平
和
公
園
を

訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
い
つ
も
４
・
３

に
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

回
訪
問
し
、
寄
贈
し
た

折
り
鶴
は
平
和
記
念
館
１
階

願
い
の
木
に
展
示
し
、
訪
問

客
ら
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

平
和
と
人

権
の
た
め
に
努
力
す
る
４
・

３
平
和
財
團
に
な
り
ま
す
。

済
州
４
・
３
平
和
財
團
理

事
長

李
文
敎

名
古
屋
地
本
は
９
月
28

日
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
セ
ン
ト
ラ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
）

と
２
回
目
と
な
る
団
体
交
渉

を
開
催
し
ま
し
た
。

団
体
交
渉
に
は
組
合
側
か

ら
、
名
古
屋
地
本
上
田
副
委

員
長
、
同
荻
野
書
記
長
、
伊

新
幹
線
関
西
地
本
が
済
州
島
平
和
研
修
開
催
！

４
・
３
平
和
記
念
公
園
の
財
団
か
ら
お
礼
の
メ
ー
ル
届
く

関
連
会
社
の

労
働
条
件
改
善
を
目
指
す

名
古
屋
地
本
が
Ｃ
Ｍ
Ｃ
と
団
交
開
催
！

が
あ
り
ま
す
。
改
善
に
向
け

て
約

分
、
労
使
で
し
っ
か

70

り
と
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

Ｃ
Ｍ
Ｃ
側
は
要
求
に
対
し

て
、
Ｊ
Ｒ
と
の
調
整
（
つ
ま

り
Ｊ
Ｒ
の
意
向
）
も
あ
り
単

独
で
判
断
で
き
な
い
部
分
も

多
く
あ
る
中
で
真
摯
に
回
答

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
要
求

は
「
現
状
通
り
」
と
回
答
さ

れ
る
部
分
も
あ
り
、
即
時
に

要
求
解
決
に
は
至
ら
な
い
点

も
あ
り
ま
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
団
結
強
化
！

新
幹
線
地
本

秋のサークルに参加しよう！
第25回バレーボール大会（ファイナル）

11月８～９日 熱海市網代

第25回テニス大会
11月８～９日 熱海市網代

※バレーボール大会とテニス大会は
同一会場です。

第21回登山大会
11月28～29日 巣雲山（宇佐美）


